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社団法人 未踏科学技術協会 
平成１４年度  事 業 報 告 書 

 
(平成１５年６月２５日 第６０回総会にて承認済み) 

 
この報告書は、平成１４年度の当協会の活動を、役員の異動を含めてまとめたものです。前年度

に比較して規模が拡大しましたが、概ね順調に推移し財務基盤も健全となっております。 
 
Ａ．庶務事項 
  
１． 理事会５回、総会２回を開催いたしました。 
２． 平成１4年度における理事等の異動は次のとおりでした。 
・顧    問   栗 野 常 久  (平成１４年４月１日 就任) 
・顧    問  金 子 秀 夫  (平成１４年４月１日 就任) 
                (     １１月５日 逝去) 
・理    事   尾 崎 行 義  (平成１５年３月３１日 退任) 
・理    事  佐々木   正  (平成１５年３月３１日 退任) 
・理    事  増 子   昇  (平成１５年３月３１日 退任) 

 
Ｂ．事業活動  
                                                                                    
〔Ⅰ〕外部からの受託事業 
 （１）国からの補助金事業の実施 
    経済産業省から次の補助金事業を受託し、３月３１日に完了しました。 
         [二酸化炭素固定化・有効利用技術等対策事業費補助金（地球環境国際研究推進事業）]  
       「持続可能な消費に向けた指標開発とその活用に関する研究」 
 （２）公的機関からの受託事業の実施 
    物質・材料研究機構、公害健康被害補償予防協会から調査研究を受託し、それを実施、完了い

たしました。 
・物質・ 材料研究機構 ２件 
（科学技術振興調整費総合研究の再委託 １件   調査研究 １件） 

・公害健康被害補償予防協会 １件 
  （３）公的機関からの請負事業の実施 
    物質・材料研究機構、科学技術振興事業団、産業技術総合研究所から調査研究、会議運営等 
   ３７件の事業を請け負い、完了いたしました。 
 ・物質・材料研究機構  ３３件 
 ・科学技術振興事業団   ３件 
 ・産業技術総合研究所   １件 
 （４）その他民間からの受託及び請負事業の実施 
    ・放電加工技能検定実施に協力いたしました。 
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        実技試験に関し、試験の実施への協力および検定用表面あらさ比較標準片作成。 
検定用試験問題作成のための技能検定委員派遣（中央職業能力開発協会）。 
・新しい機能材料、その他新技術に関係する調査研究の実施に、事務局として協力しました。 
 

〔Ⅱ〕各種研究委員会等の運営 
（１）磁性材料研究会２１関連では、第１回講演会「第１７回希土類磁石国際会議報告と最近の磁石

関連トピックス」の開催を行いました。 
また、永久磁石磁気測定検定業務を開始し３件の測定検定を受注いたしました。 

（２）第１回ナノサイエンス・サマー道場を開催いたしました。 
 （３）特定研究会と協会が、それぞれの活動について理解を深め、お互いに協力できるように、研究

会会長と協会理事長による連絡会議を開催しました（半年に１回開催）。 
 
〔Ⅲ〕特定研究会の運営 
  各研究会では次のような事業及び会議を開催いたしました。 
（１）超伝導科学技術研究会 
シンポジウム及びワークショップの開催、ニュース等の発行、幹事会等の各種委員会の運営 

（２）傾斜機能材料研究会 
シンポジウム及びワークショップの開催、ニュース等の発行、幹事会等の各種委員会の運営 

（３）インテリジェント材料・システムフォ－ラム 
シンポジウム及びワ－クショップの開催、会報等の発行、幹事会等の各種委員会の運営 
活動の場をさらに広げることを目的にフォーラム名をインテリジェント材料・システムフォー

ラムと名称変更 
（４）エコマテリアル研究会 
国際会議、シンポジウム、ワークショップ、展示会等の開催、ニュース等の発行、幹事会等の

各種委員会の運営 
（５）ナノ粒子研究会 
研究会および見学会の開催、ニュース等の発行、幹事会等の各種委員会の運営 

（６）「生命をはかる」研究会 
研究会の開催、幹事会の運営 

 
〔Ⅳ〕出版・広報事業 
  （１）広報活動の一環として、月刊会報「未踏科学技術」を継続発行 
（２）その他、平成１４年度に完了した調査研究の成果報告書および平成１４年度中に開催した会議  
   の講演録等多数 
 （３）ホームページ改訂作業 


